様式第１号　

	広島県優良防犯住宅　適合審査(更新)申請書

下記のとおり広島県優良防犯住宅認定規格の適合審査を申請します。

　　年　　月　　日

NPO法人　広島県生活安全防犯協会　理事長　殿

申請者　　　　　　　　　　　　　㊞



	申
	企業名（申請者）
	

	請
	代表者名
	

	者
	所在地
	　（Tel　　　　　　　　　）

	
	物件名
	

	申
	所在地
	

	請
	分譲・賃貸別
	

	物
	延べ床面積
	
	全戸数
	

	件
	物件種別
	新　築

既　存
	竣工年月日
	　　年　　月　　日

	
	管理組合概要
	

	添

付

書

類
	
＊　付近見取り図
＊　建物平面図
＊　誓約書（様式２）

＊　自主検査・審査員検査表（様式３）
　　（自主検査を済ませる事〇×等）


	申請担当者
	担当者名

（Tel        　    ）（FAX               ）（E-mail               ）


様式第　2号

広島県優良防犯住宅認定制度に関する誓約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　NPO法人　広島県生活安全防犯協会

　　　　　　　　　　　　　　理事長　殿

　　　　　　　　　　　　　　所有者　　　　　　　　　　　　　印

住　所

企業名（個人名）
物件名

NPO法人広島県生活安全防犯協会にて創設した「広島県優良防犯住宅認定制度」の認定を受けるに際し、下記の事項を理解するとともに、誠実に厳守、履行することを誓約致します。

記

１　広島県優良防犯住宅制度の認定は、犯罪が発生しないことを保証するものでは

なく、犯罪等の防止に配慮した構造、設備等を有する共同住宅及び戸建て住宅の普及を促進し、もって安全・安心まちづくりの推進に寄与するものであること。

２　認定期間は５年とします。また、地域環境に変化がある場合は速やかに認定団体に連絡し、広島県優良防犯住宅として改善の必要がある場合は直ちに改善すること。

　　　　　　

３　居住者等に対して、上記１及び広島県優良防犯住宅認定基準を十分に説明すること。
４　広島県優良防犯住宅認定取扱規程第12条(所有者等の遵守事項)を守ること。

　（所有者等の遵守事項）一部抜粋
第１２条　広島県防犯住宅の所有者、管理者（以下「所有者等」という。）は、認定証及び認定プレートを当該住宅の見やすい場所に掲示するものとする。
　　　２　所有者等は、自主的な防犯活動が行われるよう努めるものとする。
　　　３　所有者等は、広島県防犯住宅に関する調査に協力するとともに、防犯活動に際し、可能な範囲内において協力するものとする。
５　優良防犯住宅に関し、火災による消失、災害等による損壊、その他設備の改変等(機能変更含む)あった場合速やかに届け出ること。

６　交付された認定プレート及び認定証を適正に保管、管理すること。　
[image: image1.emf]様式第３号

審査物件名

自主検査者名

日付

広防協審査員名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　防犯設備士番号 日付

プライバシー保護に配慮しつつ、外部（周囲）からの見通しの確保（構造・

高さ）

雨どい・配管・外壁・手すり等が足場にならない（忍び返し等）

共用玄関・エントランスホール・エレベーターホール・管理人室等から

見通しが確保されている

郵便受箱は施錠可能であること

照度の確保　５０ルクス程度

侵入経路に利用されない構造であること

照度の確保　２０ルクス程度

屋上出入口への施錠可能な扉の設置

屋外 照度の確保　３ルクス程度（あるいは　センサーライトによる補完）

玄関扉等は、破壊困難であり、錠を設置すること

（防犯扉建物部品等がのぞましい）

カム送り等を防ぐため、扉などとシリンダーに隙間が無いこと

サムターン回し防止機能をもつこと

ツーロックとすること。

扉を開けずに外部の様子を見通すドアスコープ等の設置。

またはカメラ付きドアホン等

常時点灯するライト又はセンサーライトを設置する事

照度の確保　２０ルクス程度

共用廊下および接地階にある窓は、

防犯ガラス・サッシ（と同等の防犯性能を持たせたもの）、

あるいは面格子・窓シャッター等（いずれも防犯性能の高いもの）で

有効な措置を講じる

侵入が予想されるバルコニー等に面する窓には

防犯建物部品等のサッシ及びガラスその他建具を設置する。

伝い渡り等による足場として利用されない事

道路周辺部から見通しが確保されていること。（内部も）

屋外の場合照度３ルクス程度、屋内の場合照度２０ルクス程度

（センサーライトによる補完可）

記録装置と一体のシステムとして稼働している事。（自動上書き機能を有

運用規定ができている事。（利用規定・保守点検・清掃等）

画像の不正消去がされない措置がされていること。（鍵付ＢＯＸ等）

保存画像の再生・提出規定ができていること必須必須

広島県優良防犯住宅認定制度　自主検査・審査員審査表

種別 防犯建物部品等の基準

集

　

合

　

住

　

宅

　

共

　

用

　

部

1 外周部・共用出入口

4

項目



8 屋上



戸別玄関 13

14 住居の窓・バルコニー窓

22

防犯カメラ

（

見通しの確保が出来ない場

合）

18



バルコニー

外

　

周

19

20

自転車・オートバイ置場

駐車場

戸

　

　

別

　

　

部

注1：照度参考



(1)平均水平面照度(床面又は地面における平均照度をいう。以下同じ。）が50ルクスとは、10m先の人の顔、行動が明確に識別でき、誰であるか明確にわかる程度の

上記は必要であるが地域性を鑑み、認定員（防犯設備士）の判断による

　　照度をいい、平均水平面照度が概ね50ルクスのものをいう。

(2)平均水平面照度が20ルクス程度とは、10m先の人の顔、行動が識別でき、誰であるかわかる程度の照度をいい、平均水平面照度が概ね20ルクスのものをいう。

(3)平均水平面照度が3ルクス程度とは、4m先の人の挙動、姿勢等が識別できる程度の照度をいい、 平均水平面照度が概ね3ルクスのものをいう。

旧 自主検査 審査員審査



12

共用メールコーナー

エントランスホール等

7 共用廊下・共用階段


様式第5号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
広島県優良防犯住宅認定制度

広島県生活安全防犯協会　理事長　殿
	広島県優良防犯住宅　現地改善完了報告書　

　　年　　月　　日

	申請者
	　　　　　　㊞
	連絡先
	
	Tel

fax

	修正改善

責任者
	　　　　　　㊞
	連絡先
	
	Tel

fax

	審査物件
	申請年月日
	　年　月　日
	竣工予定日
	　年　月　日

	
	申請受理番号
	

	
	審査物件名
	

	
	所在地
	

	修　正　改　善　事　項
	チェツク表番号
	指摘修正事項を下記にて改善致しました。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


様式第5-1号

改善報告写真台帳
	様式4-1号と　似たようなアングルで撮影し
改善点が分かる様に工夫してください


	様式4-1号と　似たようなアングルで撮影し
改善点が分かる様に工夫してください



	様式4-1号と　似たようなアングルで撮影し
改善点が分かる様に工夫してください


	様式4-1号と　似たようなアングルで撮影し
改善点が分かる様に工夫してください



	様式4-1号と　似たようなアングルで撮影し
改善点が分かる様に工夫してください


	様式4-1号と　似たようなアングルで撮影し
改善点が分かる様に工夫してください



	様式4-1号と　似たようなアングルで撮影し
改善点が分かる様に工夫してください


	様式4-1号と　似たようなアングルで撮影し
改善が分かる様に工夫してください




様式第11号

	広島県優良防犯住宅認定取消申請書

下記のとおり広島県優良防犯住宅の認定の取消を申請します。

　　年　　月　　日

NPO法人　広島県生活安全防犯協会

理事長　　　　　　　　　　殿

申請者　　　　　　　　　　　㊞

	申
請
者
	企業名
	
		代表者
	
		所在地
	
	申
請
物
件
	物件名称
	
		所在地
	
		登録年月日
	
		登録番号
	
	取

消

申

請

理

由

	
	事務担当者
	（Tel                       ）



	


更新時は(更新)に〇印をする。





申請料振込用紙貼付け欄
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